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50①本年6月は5類移行や旅行支援事業等により社会経済活動が活
発化した時期であり、「人の往来が増えた」「夏祭り等イベント
がほぼ再開」「TSMC関係の受注」等の理由で売上増となりまし
た。一方、昨年6月も行動制限がなく社会経済活動が再開してい
た時期であったため、「昨年はコロナが落ち着いていて売上が
多かった」等の声もあり、売上高比較では、100％以上が50％、
100％未満が50％と二分化されました。

②コロナ禍前の令和元年6月との比較では、本年6月は「単価の高
い取引が増えた」等の理由で100％以上は1/3の33％となり、
「コロナ前の賑わいまでは戻っていない」等の理由で、2/3の
67％はコロナ禍前の売上を回復できていません。

調査時点 令和5年6月30日時点

調査対象 県内49商工会　会員事業所　487者（１商工会当たり10者程度抽出）

調査方法 商工会が四半期毎に毎回同一会員事業所にヒアリングのうえウェブ回答

調査内容及び方法について

□①令和４年と令和５年、②令和元年と令和５年の同月比売上高比較






